
　被災地の地域復興に向けて�，大きな力となるもの�

の一つと�し�て「コミュニティの存在�」がいま改めて�

注目されています。コミュニ�ティは生活を単位と�し�

ています。価値観が変わって�も守らなければならな�

いものは，地域の人々が生活�のシステムと�し�て作り�

上�げ，継�承�し�て�き�た�生�活�文�化�そ�の�も�の�で�は�な�い�で�

し�ょうか。それは，被災地の�まちが流されて壊滅状�

態になろうとも，人々の生活�文化は生活の営みが続�

く限り，失われてはならない�ものと�し�てあります。�

地域の人々が毎日繰り返す生�活を取り上げ，そのよ�

りよき姿を求めて考え工夫す�ること，それら全てが�

地域学習なのだろうと思いま�す。�

　平成24年完全実施の中学校�学習指導要領では，�「生�

活文化」の視点が明記されて�います。�し�か�し�，郷土�

料理や地場産品を取り上げる�授業だけが地域学習で�

はないこと，そのことを大震�災は改めて示�し�てくれ�

た思いが�し�ています。岩手大学教育�学部附属中学校�

の平成22年度卒業式は今回の�大震災による犠牲者に�

対する黙祷で始まりま�し�た。卒業生の答辞は「当�た�

り前のように繰り返される毎�日の生活の大切さを改�

め�て�感じ�ま�し�た。�」の�一�言�に�尽�き�る�も�の�でし�た。分�

かっている子どもたちを頼も�し�く感�じ�ると同時に，�

この子どもたちに期待�し�たい思いが強く残りま�し�た。�

大�震�災�を�見�聞�き�し�た�子�ど�も�た�ち�は，家�庭�科�及�び�技�

術・家庭科の授業で伝えたい�ものを�し�っかり考えて�

理解�し�，次世代の子どもたちに伝え�るであろうこと�

を信�じ�たいと思います。�

　2011年３月11日の東日�本大震災は，未曾有な災害�

と�し�て，その規模が広域に及ぶ�だけでなく，エネル�

ギー問題を含めた多様な�問題提起が日本全国さらに�

は世界に深刻な議論を呼�び起こそうと�し�ています。�

多くの犠牲者を伴う被災�範囲があまりに広域すぎて�，�

さらにはそれに伴う問題�が多様かつ複雑すぎて市町�

村単位での復興策には限�界があります。国の行政施�

策と�し�て解決策の具体化が待た�れる中で，一刻も早�

い復興策を求めつつも，�各被災地が長年にわたって�

育んできた地域の独自性�が，その中にどう活かされ�

るかが一つの大きな課題�となっています。�

　これまでは第二次世界�大戦後にもたらされた価値�

観の大きな変化を背景と�し�て「戦後」という表現が�

日常的に用いられてきま�し�た。�し�か�し�，今回の震災�

後は「戦後」と同等以上�の価値観の変化を伴う意味�

で，�「災後」�という表現にとって代わら�れるであろう�

とも言われています。社�会や組織の改革時に多くの�

人々は新たな価値の創出�を主と�し�てイメージ�し�ます。�

し�か�し�，変化の中で新たな価値�は確実に創出されて�

いきますが，同時に失わ�れる価値がイメージされる�

ことはほとんどありませ�ん。価値観が変わる時，す�

なわち改革時に最も大切�にすべきことは，�「わた�し�た�

ちが少なくとも何を守る�べきか」について共通理解�

を持つことであろうと思�います。その意味において�，�

教育のもつ力の大きさと�重要性が再認識されるべき�

時を迎えています。�
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1．計測・制御に関する教材�と指導の現状�

　平�成�24年�度�か�ら�全�面�実�施�さ�れ�る�中�学�校�学�習�

指導要領�「�技術分野」�の４領域の学習内容の一�

つである�「�情報」�では�「情報通信ネッ�ト�ワーク�

と�情�報�モ�ラ�ル」�，�「デ�ィ�ジ�タ�ル�作�品�の�設�計�・�制�

作」�，�「プログラムによる計測・制御」�を指導す�

ることになる。�このうち，�現学習指導要領では�

選�択�履�修�で�あ�る「プ�ロ�グ�ラ�ム�に�よ�る�計�測�・�制�

御」に�つ�い�て�は，実�施�し�て�い�な�い�学�校�も�あ�る。�

し�か�し�，実際に�「�計測・制御」�を指導�し�ている�

学校であっても，�障害物を避けて動く車やライ�

ン�ト�レ�ー�ス�カ�ー�な�ど�の�市�販�の�教�材�を�使�っ�た�実�

践�が�多�く，具�体�的�な�制�御�対�象�を�設�計�・�製�作�し�，�

それを制御する学習は少ない。�

　�

2．現代の技術と計測・制御�

　身�の�回�り�に�あ�る�製�品�に�は�ボ�タ�ン�操�作�で�自�動�

で動く物が多く，�それらを生産する工場でも加�

工�工�程�や�組�立�工�程�に�お�い�て�は�工�作�機�械�や�ロ�ボ�

ッ�ト�な�ど�に�観�る�よ�う�に�自�動�化�技�術�が�活�用�さ�れ�

ている。�その自動化技術の中核となる技術が計�

測・制御技術である。�この技術は日本の高度経�

済成長期から進展�し�，�コン�ピ�ュータ技術と融合�

し�て工業技術の中核となっている。�このように�

観ると，�我々の生活は自動化技術で囲まれてい�

るといってよい。�

　学習指導要領の改訂に伴い，�学習する内容は�

増えているが，�時間数は増えていないので，�教�

材や指導法に工夫が必要となる。�現代の技術を�

観�る�と�計�測�・�制�御�技�術�が�中�核�と�な�っ�て�い�る�こ�

とから，�計測・制御技術を核と�し�て，�材料と加�

工，�エネルギー変換，�生物育成を複合�し�た教材�

やその指導方法の工夫が必要であると考える。�

　�

3．活用されている計測・制�御の教材�

　学習指導要領に記述されている�「�プログラム�

による計測・制御」�に関するキーワー�ド�は，セ�

ンサ，�インターフェース，�アクチュエータなど�

のハー�ド�ウェア，�プログラミング�（順次，�繰り返�

し�，�分岐）�である。�これらのキーワー�ド�から考え�

られるのは，�パーソナルコン�ピ�ュータ，�入出力�

イン�タ�ーフ�ェ�ー�ス，制御�対�象�（�セ�ン�サで�外�界�の�

状態を検知�し�，�その信号をコン�ピ�ュータに入力�

し�，そ�れ�を�処�理�し�て，ア�ク�チ�ュ�エ�ー�タ�を�動�か�

し�，�制御対象を制御する）�の構成である。�このよ�
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うな構成では，�計測・制御の教材が高価なシス�

テムとなり，�また，�学習内容も深くなり，�中学�

校の教材と�し�て導入するには難�し�くなる。�

　現代の生活で使用�し�ている製品を観ると，�多�

く�の�製�品�に�は�マ�イ�ク�ロ�コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�が�組�み�込�

ま�れ，ボ�タ�ン�操�作�で�使�用�条�件�等�を�設�定�す�る�と，�

ボ�タ�ン�一�つ�で�製�品�を�動�作�さ�せ�る�こ�と�が�で�き�る。�

このような技術は快適で，�便利な生活には欠か�

せない。�

　マイクロコン�ピ�ュータは安価であり，�生徒一�

人�一�人�が�制�御�対�象�を�手�に�と�っ�て�学�習�で�き�る�こ�

とから，�中学校で使われている市販の制御教材�

にもこの技術が取り入れられ，�プログラムもグ�

ラ�フ�ィ�カ�ル�（�GUI）�で�作�成�や�す�い�も�の�と�な�っ�て�

いる。�

　�

4．具体的な教材例�

　筆�者�は，こ�れ�ま�で�に�中�学�校�現�場�と�連�携し�て，�

ものづくり，�エネルギー変換，�栽培，�情報を複�

合し�た�教�材�とし�て�自�動�水�や�り�機�の�教�材�を�開�発�

し�て，実践�し�てきた�１）�。この教材は学校現場で�

取�り�組�ん�で�い�た�フ�ォ�ト�ス�タ�ン�ド�と�植�木�ポ�ッ�ト�

の�教�材�（�材�料�と�加�工�（�木�材，金�属，プ�ラ�ス�チ�ッ�

ク）�，�情報�（ディジタル作品）�，�栽培）�で，�植木ポ�

ッ�ト�の水が少なくなったら，�それを検知�し�，�自�

動的にポッ�ト�に水を供給するものである。�その�

際に，�センサを何にするか，�ポッ�ト�に水を供給�

するには何を使ったらよいかを考え，�それを計�

画に基づいて製作するものである。�この実践を�

通�じ�て，�生徒たちは熱心に取り組み，�技術への�

理解を深めた。�

　この教材では，�マイクロコン�ピ�ュータを活用�

し�た�コ�ン�ト�ロ�ー�ラ�とし�て�神�奈�川�県�立�総�合�教�育�

センターが開発�し�たRoboBrainを使用�し�，その�

プ�ロ�グ�ラ�ミ�ン�グ�に�は�GUIで�プ�ロ�グ�ラ�ム�を�作�成�

できるRoboBuilderを使った。RoboBrain　�では�

６個のセンサ�（アナログ，�ディジタル）�を取り付�

けられ，３台のモータを駆動できる。�

　�

5．技術分野の授業作り�

　現�代�の�製�品�は�PL法�か�ら�そ�の�内�部�を�観�る�こ�と�

はできず，�製品に組み込まれた技術を知る機会�

はないといってよい。�

　そ�の�よ�う�な�技�術�の�進�展�の�中�で�生�活�す�る�我�々�

は利便性・快適を享受�し�ているが，�使用者の立�

場�か�ら�製�品�が�使�い�や�す�い�か�ど�う�か�を�評�価�す�る�

だけであり，�製品を作る立場から製品を観るこ�

とはほとんどないといってよい。�

　学習指導要領では，�「技術を評価する」�ことが�

記述されているが，�それには使う立場や消費す�

る立場から評価するのみでなく，�製品を製造す�

る立場からの評価も必要である。�このような２�

つの立場から評価するには，�製品を製造するプ�

ロ�セ�ス，す�な�わ�ち，消�費�者�の�ニ�ー�ズ�を�調�査し�，�

製�品�の�機�能�や�仕�様�を�決�定�し�，設�計�し�，生�産し�，�

そ�の�製�品�検�査�を�す�る�こ�と�を�教�育�内�容�と�す�る�こ�

とが必要である。�

　そのためには，�学習者自らが生活を改善する�

上で必要な機能を考え，�それを満たすためのも�

のづくり活動を取り入れることが望ま�し�い。�そ�

れを通�じ�て，�製品の製造プロセスを体験�し�，�市�

販され，�日常生活で使用�し�ている製品の�し�くみ�

を知り，�消費者・使用者と�し�て技術を評価する�

能力を育てることが必要である。�

　ア�イ�デ�ィ�ア，そ�れ�を�具�現�化�す�る�構�想，そ�し�

て，設�計�（�寸�法�・�使�用�材�料�な�ど�の�決�定�）�，製�作，�

評価と一連のプロセスを通�し�て，�製造する立場�

と使用する立場の両面から学習でき，�技術全体�

を見通�し�，�評価・活用の能力を育成できると考�

える。�

　学�習�指�導�要�領�に�示�さ�れ�た�４�領�域�の�個�々�の�教�

材による実践を活か�し�て，�生徒にとって必要感�

ある複合教材を見出�し�，�中学校３年間の技術分�

野�の�学�習�を�見�通し�た�計�画�的�な�授�業�計�画�の�作�成�

が望まれる。�
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1．は�じ�めに�

　新学習指導要領実施にともない，�家庭科，�技�

術・家庭科の指導において，�新たな授業を構築�

するため，�ス�ト�ーリー性のある指導計画を作成�

し�，�題�材�構�成�を�工�夫�し�て�指�導�を�進�め�て�い�る�と�思�う�。�

　これらの題材を構成するにあたっては，�題材�

の目標を明確に�し�，�目標を達成するための下位�

目標を設定�し�た上で，�指導内容の質と量を吟味�

し�，�指導順序を考えて教材を構成�し�，�これを配�

列�し�て時間を配当するのである。�教材は，�授業�

のねらい，�指導内容，�学習課題，�児童・生徒の�

学習活動，�学習形態等との関連で考えるのであ�

るから，�教師が目の前の子どもたちの実態に即�

し�て考え工夫する必要がある。�そ�し�て，�児童・�

生�徒�が�興�味�・�関�心�を�高�め�る�教�材�や�家�庭�・�地�域�

社�会�の�実�態�に�即し�た�教�材，主�体�的�に�学�ぶ�教�材，�

他教科，�他の内容・項目との関連を図った教材�

等，�教材開発が重要となる。�そこで，�ここでは�

地�域�社�会�に�焦�点�を�当�て�た�教�材�に�つ�い�て�考�え�て�

いきたい。�

　�

2．地域の食材からの教材開�発�

①地域の食材を調理実習に活�用する�

　このことは，�地域で生産されたものをその地�

域で消費する地産地消であり，�輸送コス�ト�の削�

減や旬を学んだり，�子どもが農業や農産物に親�

近感を感�じ�たり，�地域の人びととのコミュニケ�

ーションをとったりできるなど，�食育の推進及�

び循環型社会の構築にもつながると考える。�

　小学校であれば，�我が国の伝統的な日常食で�

ある�「�ごはんとみそ汁」�の指導の際に，米は地�

元で生産されているブラン�ド�米，�みそ汁のみそ�

の種類や実に地域の食材を活用する。�また，�魚�

や�肉�の�加�工�品�とし�て�地�域�で�製�造し�て�い�る�か�ま�

ぼ�こ�や�ハ�ム�・�ベ�ー�コ�ン�等�を�活�用�す�る。ゆ�で�て，�

い�た�め�て�の�野�菜�も�地�場�産�の�野�菜�を�活�用�す�る�と�

よい。�

　中学校では，奈良県の�「�地域の食材を使って�

調理�し�よう」�1）�の題材において，�地域の食材調べ�

学習を�し�た後，地元ならではの�「�三輪そうめん�

のふ�し�」�，�「吉野�」�を活用�し�ている。�「吉野�」�

は高級素材で生徒もなじみがないそうだが，�あ�

えて触れさせている。�また，�「大和まな」�のおひ�
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た�し�の実習を実践�し�ている。�「大和まな」�は，�我�

が国の中で最も古い野菜のひとつであり，�濃緑�

色で肉質柔らかく，�甘みに富む野菜である。�こ�

の学びを契機に生徒は，�他の大和野菜やその調�

理�方�法�に�も�興�味�を�も�っ�て�学�び�の�幅�を�広�げ�て�い�

くのである。�

②郷土料理からの教材開発�

　�「の�っ�ぺ�い�汁」は，島�根�県津�和�野�地�方�や�奈�良，�

新潟県など全国各地に古くから伝わる，�具だく�

さんのとろみをつけたすま�し�汁である。�さとい�

も，�にん�じ�ん，�干�し�椎茸，�油揚げや各地の食材�

を入れて作る。�野菜の切り方と名称，�鶏肉や鮭�

な�ど�た�ん�ぱ�く�質�を�多�く�含�む�食�品�の�調�理�上�の�性�

質，�かつおぶ�し�のだ�し�のとり方など多くのこと�

を学べるのである。�一例をあげたが，�各地には�

多くの郷土料理があるので工夫を期待�し�たい。�

　�

3．地域の人材を活用�し�た教材開発�

①地域の人びとをゲス�ト�ティーチャーとする�

　指�導�内�容�と�か�か�わ�る�様�々�な�職�業�の�方�や�豊�富�

な体験をもつ高齢者などに協力を依頼�し�，�ゲス�

ト�ティーチャーにお迎えするのである。�

　小学校の手縫いの基礎では，�手縫い名人と�し�

て地域の高齢者をお招き�し�て，�手縫いの技を児�

童に披露�し�てもらう。�この導入によって児童は�

興味・関心をもち，自分も�「�手縫い名人になろ�

う」と�意�欲�を�も�っ�て�実�習�に�取�り�組�む。児�童�は，�

高齢者とかかわりながら玉どめ，�玉結び，�なみ�

縫�い，返�し�縫�い�等�の�技�能�を�身�に�付�け，最�後�に，�

お�手�玉�な�ど�を�作�っ�て�高�齢�者�か�ら�遊�び�を�も�教�え�

てもらう。�さらに手縫い名人を，�６年時の会食�

に�招�待し�成�長し�た�自�分�た�ち�を�見�て�も�ら�う�と�な�

およい。�

　中学校では，�魚屋さんやクリーニング屋さん�

から魚の扱い方や手開き，�洗濯やアイロンかけ�

のお話をいただき，�技術をも学ぶ。�さらには住�

宅�関�連�会�社�の�方�を�お�招�きし�て，小�学�校�で�は�暑�

さ・寒さ，�明るさ，�通風を，�中学校では室内の�

事故防止やバリアフリー，�太陽光発電等につい�

てお話をいただくこともできる。�

②幼児と触れ合う体験をする�

　幼�児�が�身�近�な�存�在�で�な�く�な�っ�て�い�る�中�学�生�

が，実際に幼児とかかわることで�「�幼児につい�

て分かった」�「もっとかかわってみたい」�と，�幼�

児�へ�の�関�心�・�意�欲�を�喚�起し�，幼�児�理�解�を�深�め�

る。�また生徒は，�製作�し�たおもちゃで幼児が喜�

んで遊んでいる姿を目の当たりに�し�たり，�共に�

遊ぶ体験を�し�たり�し�て成就感や達成感，�自己有�

用感をも味わうことができる。�幼児と触れ合う�

体験と�し�て保育園訪問を教材化する。�なお，�保�

育園訪問をするには，�時間数や人手が不足する�

等�の�課題�も�ある�の�で，�各�学校�の�「総�合�的な�学�習の�

時間」と連携をとるとより効果が期待できる。�

　最後に，長野県の川中島中学校の実践�「�幼児�

と�楽�し�く�一�緒�に�お�や�つ�を�作�ろ�う�」�2）�（�８�時�間�扱�

い）�を紹介�し�たい。�長野県には，�「そば」�，�「おや�

き」�等の郷土料理が多くある。その中で戦国時�

代�か�ら�伝�わ�り，余�っ�た�ご�飯�に�小�麦�粉�を�加�え�こ�

ね，油で焼いた�「�こねつけ」�を保育園の園児を�

招待�し�共に作って会食�し�た学習活動である。�こ�

の学びは，�２学年時に，�幼児の心身の発達の特�

徴を学んだ後，�保育園訪問，�３学年時に招待学�

習を実践するのである。�この流れの中でアンケ�

ー�ト�（保育士，�栄養士，�幼児の保護者対象）�，�子�

育て経験のある教諭からのメッセージ，�保育園�

取材ＶＴＲをも教材と�し�て活用�し�ている。�招待�

学習では，生徒は班ごとに幼児の喜ぶ�「�こねつ�

け」�を考え，幼児が調理�し�やすい声の掛け方や�

安全面への配慮などの工夫をする。�このように�

一つの大題材で，�幼児との触れ合い，�地域の人�

びととのかかわり，�郷土料理の活用が取り組ま�

れている授業が実践されている。�

　�

4．終わりに�

　地�域�社�会�を�教�材�化�す�る�と�児�童�・�生�徒�の�学�ぶ�

意欲が喚起されたり，�主体的に学んだりと効果�

がより高まったことが分かる。�反面，�地域社会�

を教材化するには，�時間と積極的な地域社会と�

の�か�か�わ�り�が�必�要�で�指�導�者�の�努�力�を�要�す�る�が，�

児童・生徒の生き生きと�し�た学びの姿から，�指�

導者もまた喜びを味わうことができると思う。�

地�
域�
社�
会�
と�
教�
材�

参考資料，引用資料�
1）�第48回全日本中学校技術・家庭科研究大会�

　奈良大会要録　第六分科会「食生活と�自立」�

2）�第47回全日本中学校技術・家庭科研究大会�

　長�野�大�会�要�録　第�八�分�科�会「家�族�・�家�庭�と�子�ど�も�の�成�

長」�
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1．題材�

（1）�家庭科の本質に迫る�題材構想�

　家庭科では，家庭生�活への関心を高め，生活の�

中からさまざまな問題�を見つけ，自分の力で解決�

を図り，よりよい生活�を送ろうとすることのでき�

る実践的な力の育成を�目指す。�

　子どもたちは，生活�経験が乏�し�いため，手際が�

悪く時間がかかる。�し�か�し�，何かを作って食べる�

ことへの興味・関心は�高く，自分でできるように�

なったことの喜びが家�庭で実践する意欲へとつな�

がっている。実生活で�実践することのできる態度�

を育てるためには，確�実な知識と技能の習得が必�

要となってくる。本題�材では，実習などを通�し�て�

学ばせることで，基礎�的・基本的な知識と技能を�

確実に身に付け，実生�活に応用することのできる�

力を育てることをねら�いと�し�ている。そのため，�

食品の栄養的な特徴を�知り，食品を組み合わせて�

とる必要があることが�分かり，１食分の献立を考�

えることができるよう�になることを中心に題材を�

構想�し�た。あたりまえのように�食事を�し�，与えら�

れたものや自分の好み�のものを食べている。これ�

からは，徐々に自分で�自分の食事をととのえるこ�

とができるように�し�ていかなければならない�。そ�

のように，実習を通�し�て学ばせることで，工夫�し�

ようとする意欲や，自�分でととのえよう，作って�

みようといった実践的�な態度を育みたいと考える。�

（2）�基礎的・基本的な知�識・技能の習得�

　本題材の基礎・基本�は，�「食品の栄養的な特徴を�

知�り，食�品�を�組�み�合�わ�せ�て�と�る�必�要�が�分�か�る�こ�

と」�「１食分の献立を考えるこ�と」�「調理ができる�

こと」である。そ�し�て，自分の生活を振り返�り，�

心も体も元気になる食�事について考え，生活を見�

直�し�，実践できる力を身に付け�させる。�

　子どもたちは，米飯�及びみそ汁の調理について�

は学習�し�，繰り返�し�実習を行うことで簡単な�料理�

が作れるようになって�いる。生活経験が乏�し�く，�

実際に�し�たことがない子どもが多�いため，一つの�

物を作るのにも時間がかか�り，みんなで同�じ�作業�

を�し�たり，技能を獲得�し�たりするのに時間がかか�

った。栄養的なことを理解�し�ていても，好みを優�

先�し�て実行できなかったり�，作る技能が身に付い�

ていなかったり�し�ていたので，本題材で�はできる�

だけ多くの実習や試�し�調理を取り入れ，自分で作�

ることができるようにする�。学習�し�たことと技能�

をつなぐことで，確実な知�識・技能の習得へとつ�

ながると考える。�

（3）�思考力・判断力・�表現力等の育成�

　学習�し�たことが生きた力となっ�て日常の生活や�

生涯の生活で発揮できるよ�うにするためには，子�

どもたちの生活や体験とを�できるだけ結び付けて�

考え，体験させる必要があ�る。そこで，生活とつ�

ないで考えられるように，�試�し�調理や実習をでき�

るだけ多く取り入れ，その�都度，実生活を振り返�

る場を設置�し�，実生活とつないで考え，�実生活で�

実践できるように�し�ていく。�

　そのために，試�し�調理や実習をただ単に行うの�

ではなく，学んだ栄養的な�特徴や自分が考えたも�

のと調理の技能をつなぎ，�レ�シ�ピ�を考えて作り，�

修正を加える。そのような�実践を繰り返すことで，�

自分で作れる喜びを味わっ�たり，ちょっと�し�た工�

夫でちがうものになること�に気付いたりできる。�

そ�し�て，一つの技能を覚え�るだけで簡単にできる�

と感�じ�させ，家庭でもやってみよ�うという意欲を�

高めていく。また，�レ�シ�ピ�を考える中で，子ども�

の実生活に生かされ，互い�に交流することで，よ�

り幅広い知識や技能へと広�がり実践する力へと高�

めていきたい。�

　�

2．題材の目標�

・食品の栄養的な特徴を知�り，食品を組み合わせ�

てとる必要が分かり，１�食分の献立やよりよい�

食事のとり方について説�明することができる。�

・実生活を振り返り，健康�に気をつけた食事を�し�

ようとする意欲をもつこ�とができる。�

・�「ゆでる」�「いためる」の調理技能を応�用�し�，ど�

のような時にどのような�技能を使って調理�し�た�

らよいか分かり，調理す�ることができる。�

　�

3．題材構想�（全10時間）�

第１次　心や体が元気にな�る食べ物とは…１時間�

第２次　野菜を学ぼう……�…………………１時間�

第３次　調理の魔法を身に�つけよう………４時間�

第４次　心も体�も元気にするごじま�ん品を考えよ�

う……………………�２時間�（本時２／２）�

第５次　ごじまんの１�食をととのえよう…２時間�

　�

4．本時の学習指導�

（1）�目標�

・栄養のバランスを考�え，自分なりに工夫�し�た献�

立や調理方法を具体的に説�明することができる。�

・今までに学んだ調理�技能をもとに，考えた�レ�シ�

ピ�を調理することができる�。�

（2）�学習指導過程�（下図参照）�

学 �習 �活 �動� 自分の伸びを�自覚�し�ていく過程� � 教師の支援と�評価�

ゆでる�（水から，沸�騰�し�てから）�
炒める�（フライパン�が温まってか�ら）�
扱う食品によっ�て，�調理方法を変�える。�

朝食のご飯・�みそ汁�（大根・油揚�・ねぎ・みそ�）�　�につけ加える�ものを考えよう�。�

ほうれん草� 小松菜� まんば�

・�野�菜�を�た�っ�ぷ�り�使�っ�てビ�タ�ミ�ン�を�た�く�さ�ん�と�っ�て�病�気�を�よ�せ�つ�け�な�い�体�を�つ�く�る�
よ。�
・緑だけでな�く，赤の食品も�取り入れるよ。�
・今までに習�った調理方法を�使って，早く，�簡単にできる�ものをつくるよ�。�

「ゆでる」�を使おう。歯�
ご�た�え�の�残�る�ゆ�で�方�に�
なるように，�時間に気を�
つけるよ。�

「いためる」�の調理技能�
を�使�っ�て�赤�や�緑�の�食�品�
をいためるよ�。�いろどり�
や火加減を考�えるよ。�

み�そ�汁�の�と�き�に�習�っ�た�
「だし」�と�「�いためる」�
を�合�わ�せ�て�味�付�け�を�工�
夫するよ。�

目�（いろどり）�，�鼻�（におい）�，�歯�（歯ごたえ）�，�舌�（味）�，�　�栄養，�作り方など�の観点をもと�
に試食しよう�。�

・いろどりが�きれいだなあ。�ゆで具合も良く�て歯触りがい�いなあ。�
・簡単に作�れて栄養�もつまって�いるけれ�ど，もう少し�シンプルな�ほうがお�い�し�いの�で�
は。�
・とっても�良くでき�ているよ。ちり�めんを加�えると成�長期のぼく�たちにピ�ッタリに�な�
るよ。�

・材料に○�○を加えて工夫し�てみよう。�
・栄養を考�えすぎて，見た�目がもうひとつ�だったなあ。見�た目もきれい�に�し�よう。�
・お�いし�い�と言�っ�て�も�ら�えて�よ�か�っ�た。ア�ド�バ�イ�ス�も�らっ�た�こ�と�を�もと�に�修�正し�た�
よ。�

昔の人の知恵�

1�　�今�ま�で�学�習し�た�調�理�
技能の復習�をする。�

2�　�前�時�に�考�え�た�心�も�体�
も�元�気�に�な�る�朝�食�に�
ついて，確�認する�

3�　�班�で�考�え�たレ�シピ�を�
試�し�調理してみる�。�

4�　�そ�れ�ぞ�れ�の�グ�ル�ー�プ�
の�ごじ�ま�ん�の�１�品�を�
試�食し�，意�見�交�流�す�
る。�

5�　�他�の�班�の�考�え�や�試�食�
をし�て�修�正�案�を�考�え�
る。�

○応用をすれば，いろいろな料�理がで�
きることに気付かせるために�調理技�
能について復習する場を設定�する。�

○どのようなことに注意�し�て献立を考�
えたのか，前時学習�し�たことを思い�
起こすように　�助言する。�

○�実�生�活�と�つ�な�ぐ�こ�と�が�で�き�る�よ�う�
に，調理時間を短時間に�し�たり，学�
習�し�たことを応用�し�たりするなど実�
生�活�で�生�か�せ�そ�う�な�条�件�を�設�定�す�
る。�

○今までに学習�し�たことを実生活に生�
かすことができるように，応�用すれ�
ばバリエーションが広がるこ�とに気�
付かせるために，�使う調理技能は�「ゆ�
でる」�「いためる」にする。�

○グループで考えることで，生�活経験�
の違いを補い，各家庭の工夫�に触れ�
る機会とする。�

○少�し�工夫を加えるだけでよりよくな�
ることに気付かせ，調理技能�を向上�
させるために，試�し�調理する場を設�
定する。�

○よりよく改善�し�ようという意欲を高�
めるために，自分たちの考え�作った�
料理を互いに食べ，評価�し�あう場を�
設定する。�

○評価の観点をあげることで，�何を改�
善�す�れ�ば�い�い�の�か�見�つ�け�や�す�く�す�
る。�

評：今まで習った調理技能を活�か�し�，�
積極的に試�し�調理を行うことがで�
きたか。�

○昔から言われている身土不二�につい�
て聞き，環境の面についても�考えら�
れるようにする。�

評：試�し�調理をもとに，心も体も元気�
になる�レ�シピを考え，理由を説明�
することができたか。�

心も体も�フ�ルパ�ワ�ー�
～ぼくたちわた�し�たちのご�じ�まん品～�

香川大学教育学部�附属高松小学校　�川地　�由美�

心も体も元気に�するごじまん品�を考えよう。�
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技術�と�ものづ�く�り�における指導の在�り�方について�

1．は�じ�めに�
　大田市は島根県の中�央に位置�し�，漁業，農林業，�

鉱工業等が盛んである�。また，三瓶山や世界遺産�

に登録された石見銀山�などがあり，観光地と�し�て�

も有名である。市内の�中学校は全部で８校あるが，�

技術科教育の大きな特�色と�し�て，技術・家庭科の�

免許所持者が他市郡に�比べて大変少なく，専門外�

教科の授業を計画実践�し�ていくことに難�し�さを感�

じ�ている者が多いという現状が�ある。そこで，本�

研究会では，以前より�行われている外部指導者を�

招いての授業展開等を�更に検討�し�研修を深めてい�

くことが必要であると�考えた。�

　�

2．研究のねらい�
　本研究会では，市内�の学校で以前より行ってい�

る外部指導者を招いた�授業の多くは「技術ともの�

づくり」が多かったこ�とから，この分野の指導の�

在り方を探ることに�し�た。今までの外部指導者を�

招いた授業を振り返り�，問題点を挙げて解決を図�

る手段を探るだけでな�く，外部指導者と共に綿密�

な打ち合わせを�し�て授業の流れや教材教具を�検討�

することで，今まで以�上に外部指導者を生か�し�た�

効果的な学習が展開さ�れると考えた。また，プロ�

の技を間近で見ること�で学習意欲を喚起させるだ�

けでなく，基礎・基本�の定着と応用力も身につけ�

ることができることも�導入の大きなねらいである。�

　�

3．研究の内容�
（1）�外部指導者導入の実�態把握と手段�
　現在では様々な方法�によって外部指導者を導入�

できる。�し�か�し�，外部指導者導入には少なか�らず�

費用がかかるため，学�校側が導入手段を把握�し�，�

来て頂く日数や時間，�回数をあらか�じ�め決めた上�

で交渉を進めていかな�ければならない。これまで�

大田市内各学校とも様�々な方法で外部指導者を導�

入�し�ており，互いの導入方法を�参考に�し�ながらそ�

れぞれの学校の実態に�合わせて各校で検討�し�てい�

くことに�し�た。その結果，建築組合の�中学校への�

協力運動や，ふるさと教育�推進事業，森づくり資�

源活用実績事業などの中か�ら，費用や授業時数等，�

各学校の実態に合わせた導�入方法で各校がそれぞ�

れ実践を進めた。�

（2）�外部指導者との打�合せポイン�ト�の作成�
　外部指導者との授業をう�まく展開�し�ていくため�

には，外部指導者と授業者�が同�じ�目標に向かい，�

互いの役割をきちんと認識�し�た上で行動�し�ていか�

なければならない。今まで�の経験やアンケー�ト�の�

結果を参考に�し�て，以下のような外部指�導者との�

打ち合わせポイン�ト�を作成することに�し�た。�

①本時の指導の流れ�（略案）�が分かるものを作り，�

ど�の�場�面�で�何�をし�て�も�ら�う�の�か�（�ね�ら�い�・�具�体�

的な手立て）�を明確にする。�

②主は教員。外部指導者の�方には補助的な立場で�

入�っ�て�も�ら�う�こ�と�を�伝�え�る。�（�任�せ�き�り�に�し�な�

い）�

③技術の時間の決まり事を�外部指導者の方にも伝�

える。�（指導・補助に食い違いが�ないように）�

④事前打ち合わせの時に教�科書等を渡�し�，当日の�

授業までに指導�し�た内容を伝える。�（生徒がどれ�

だけの知識等を身につけ�ているのかを事前に知�

った上で授業に参加�し�てもらう）�

⑤当日は，授業の通りでな�くても，今までの経験�

を生か�し�て生徒にとって楽な方�法があれば，製�

作活動の中で教えてもら�っても良い。�

⑥授業後には必ずお互いが�振り返る場を設定�し�，�

評価・反省をする。授業�の中での生徒との関わ�

り方はどうであったか？�外部指導者に入って頂�

いた効果はどうであった�か？授業を終えて外部�

指導者の方がどのような�感想を持たれたか？　�

など。�

　また，授業後の協議が実�りあるものになるよう�

に，�授業の最後に生徒へアン�ケー�ト�（自己評価・反�

省・感想）�を取り，�そのアンケー�ト�の結果を授業後�

に目を通�し�てもらってから授業の�協議に入り，協�

議の終わりでは次回の授業�展開について大まかな�

方向性を出�し�て終わるように�し�た。�

（3）�前任校での実践�
　ここでは，前任校での実�践について紹介する。�

　２時間という短い時間の�中で，学習意欲を喚起�

させるだけでなく，基礎・�基本の定着と応用力も�

身につけるような外部指導�者の導入の在り方を検�

討�し�た結果，けがきから組立まで�の一連の作業を�

一通り教えた後，基本題材�（ペン立て）�の製作の中�

で関わってもらうことで，�ねらいに迫ることがで�

きるのではと考えた。�

　２時間で製作可能で，か�つ，けがきから組立ま�

での基本的な一連の作業が�習得できるものと�し�て，�

ペ�ン�立�て�を�考�え，一�人�分�150円�で�基�本�題�材�の�材�料�

（材質は杉）�を建築組合にお願い�し�た。�

材料①側板　縦300㎜×横�220㎜×厚さ12㎜�

材料②底板　縦80㎜×横80㎜×厚さ12㎜�

を使用�し�，�以下の4つから自由に選�ばせて製作させ�

た。�

　授業後，外部指導者�の方との協議であがったこ�

とは，かんな削りなど�の姿勢や力の入れ具合など�

道具を使うときの姿勢�やポイン�ト�など教科書に載�

っていない部分のア�ド�バイスを受けた。�

（4）�研究の成果�
　外部指導者の方に見�て頂いたお陰で，製作の一�

連の流れが理解できた�生徒が増え，以前は本題材�

を製作する際に「次に�何をすればいいですか？」�

と聞きに来る生徒が多�かったがほとんどいなくな�

った。生徒８人に１人�の割合でついてもらえたの�

で，基本的な技能がよ�り定着でき，組立時に部品�

の修正をすることが少�なくなった。生徒の感想か�

らは難�し�いところの補助を�し�てもらって助かった�

という意見が多く，生�徒の意欲喚起へつながって�

いた。また，事前の打�ち合わせや授業後の反省会�

では，プロの視点から�授業内容や道具の取り扱い�

などについて意見を言�ってもらうことで大変勉強�

になることが多かった�。特に道具等の手入れ・管�

理の充実などの重要性�を改めて認識することが出�

来た。�

（5）�今後の課題�
　外部指導者の導入法�と�し�ては，建築組合の中学�

校への学校教育協力運�動と，ふるさと教育推進事�

業の２つで行っており�，今後２～３年は継続�し�た�

活動が出来るが，その�後はこの事業が継続される�

かどうかはわからない�。事業が打ち切りになれば，�

別の方法で費用を捻出�し�なければならない。大田�

市内の他の学校とも連�携を取りながら，更に効果�

的な導入方法を検討�し�ていきたい。�

～外部指導者�を�招いての木材�を�使�っ�た作品の製作�を�通�し�て～�

○授業の流れにつ�いて�
　製作時間は２時間と�し�，組立と仕上げが出来�な�

い者は次の時間で行うこと�に�し�た。初めに各グル�

ープ内でかんな削りの示範�を10分程度�し�てもらっ�

てから製作に入った。これ�は，プロの技を身近で�

見ることと，実際にかんな�削りを一緒にやること�

で，外部指導者との距離を�縮めることをねらいと�

し�ている。以後は，けがき�→のこぎり引き→こば�

のかんな削り�（こぐちはかんな削りを�し�ない）�→組�

立�て�の�た�め�の�け�が�き�→�組�み�立�て�（�名�前�が�書�い�て�あ�

るところが消えるように）�の行程で製作を行った。�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

大田市技術家庭科研究�会�
島根県大田市立�第二中学校　�伊藤 浩二�

Ａ  斜めの加工はなし� Ｂ  側板の2枚を斜めに加工�

Ｃ  側板の上部２枚を斜めに加工� Ｄ  側板の上部４枚を斜めに加工�

けがき後の様子� 切断後の側板�

授業中の様子�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

1．はじめに�
　今�回�の�学�習�指�導�要�領�改�訂�に�伴�う�各�教�科�の�授�業�時�

数増の影響を受�け，�選択授業の時数確�保が難�し�くな�

った。�現場の教師たち�は口々に，�技術関連の各種大�

会�や�コ�ン�テ�ス�ト�へ�の�参�加�が�難し�く�な�っ�た�と�愚�痴�を�

こぼす。�なぜなら，�これまでは必修教�科授業と選択�

授�業�の�な�か�で�各�種�大�会�へ�の�取�り�組�み�を�行�う�ケ�ー�ス�

が多かったから�だ。�学校の実情に応じ�て選択教科は�

開設できるのだ�が，�本校は来年度以降�その開設は難�

し�い状況にある。�このような状況�下におかれた中学�

校は全国にどれ�くらいあるのだろう�。�選択技術の授�

業には技術の好�きな生徒が集まる。�その授業ができ�

な�く�な�る�の�で�あ�れ�ば�そ�れ�に�代�わ�る�学�習�の�場�とし�て�

部活動を活用�し�ようと考え，�今年度技術部を立ち�上�

げた。�

2．誕生まで�の歩み�
　本校は生徒数�383人，�13学級の中規模校で�ある。�部�

活�動�は�12の�部�が�あ�り�日�々�熱�心�な�活�動�に�取�り�組�ん�で�

いる。内訳は運�動系が９つ，文化系�が３つである。�

　一�昨�年�か�ら�鹿�児�島�県�中�学�生�も�の�づ�く�り�競�技�大�会�

に役員と�し�て関わる機会を得た�。�木工の技チャンピ�

オ�ン�大�会�や�ロ�ボ�ッ�ト�コ�ン�テ�ス�ト�大�会�な�ど�の�運�営�に�

あたるとともに�，�自校からも本大�会に何名かの生徒�

を参加させた。�木工の技チャンピ�オン大会の会場で�

目�にし�た�も�の�は�選�手�達�の�と�ぎ�れ�る�こ�と�の�な�い�集�中�

力であった。�ものづくりに没頭す�る生徒の眼差�し�は�

鳥肌が立つほど�真剣そのもので，�きりっと�し�たその�

瞳に子どもたち�の限りない可能性を�肌で感�じ�た。�と�

同�時�に�こ�の�よ�う�な�各�種�大�会�や�コ�ン�テ�ス�ト�が�今�後�ま�

すます盛り上が�っていって欲�し�いと切に願った。�し�

か�し�，�前述�し�たように選択技術の�開設が難�し�い状況�

を踏まえ，�これらの大会を支�える現場の教師から�は�

大�会�の�存�続�を�危�惧�す�る�声�が�聞�か�れ�る�よ�う�に�な�っ�て�

きた。�

　そ�こ�で�い�っ�そ�の�こ�と�部�活�動�を�立�ち�上�げ�年�間�の�活�

動�計�画�の�中�に�各�種�大�会�の�取�り�組�み�を�盛�り�込�ん�で�い�

こうと考えたが�，�本校の生徒数・�教員数からは新た�

に�部�活�動�を�一�つ�増�や�す�こ�と�は�難し�い�と�い�う�問�題�が�

立ちはだかった�。�少子化による生�徒数減は来年度以�

降確実であった。�毎年部活動の見直�し�の中で部活動�

の精選�（減らす）�という提案はされ�ても，�新たに創設�

と�い�う�提�案�な�ど�聞�い�た�こ�と�が�な�か�っ�た。考�え�た�末，�

こ�れ�ま�で�少�人�数�で�活�動し�て�い�た�パ�ソ�コ�ン�部�を�改�名�

し�新たに技術部と�し�て立ち上げ，�新たな一歩を踏み�

出�す�こ�と�にし�た。こ�こ�に�至�る�ま�で�に�は�学�校�長�を�始�

め，�他の職員そ�し�てパソコン部員の�理解と協力があ�

ったことは言うまで�もない。�

　主�な�活�動�内�容�は�こ�れ�ま�で�パ�ソ�コ�ン�部�員�とし�て�活�

動�し�ていた生徒の意向も�踏まえ，�ものづくりからコ�

ン�ピ�ュ�ー�タ�学�習�ま�で�幅�広�い�活�動�を�実�践し�て�い�く�こ�

とに�し�た。�

　�し�か�し�，�ここで二つ目の問題�に気が付いた。�それ�

は�こ�れ�ま�で�の�パ�ソ�コ�ン�部�員�が�３�年�生�３�名し�か�い�な�

いということだった�。�新たに技術部と�し�て誕生�し�た�

ところで部員が集ま�るかどうか，�新入部員が得られ�

な�い�場�合�は�部�員�３�名�で�ど�の�よ�う�な�活�動�が�可�能�な�の�

か不安であった。�ところが技術部誕�生一ヶ月後その�

不安は消えた。�ものづくりの好�きな生徒が新たに12

名入部�し�，�15名でのスター�ト�を切ることが出来�たの�

である。�

3．活動内容�
（1）�ものづくり�

　活動の中心はもの�づくりである。�４・５月は主に�

基本的な技術の習得�を心掛けた。�まず廃材にさ�し�が�

ねを使って切断線を�けがき，�寸法通りにのこぎ�りで�

切断する。�次にかんなで板材の�こば・こぐち面を丁�

寧に切削する。�また丸太切断の�競争などで楽�し�みな�

がら活動することで�，�少�し�ずつ基本的な技能も�身に�

付いていった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　こ�の�頃�子�ど�も�た�ち�の�中�か�ら�東�日�本�大�震�災�で�被�災�

さ�れ�た�方�々�に�自�分�た�ち�の�も�の�づ�く�り�を�通し�て�何�か�

できないかという�声があがり，�廃材を利用�し�た簡単�

な�調�味�料�入�れ�を�製�作し�て�そ�れ�ら�を�PTAバ�ザ�ー�で�販�

売�し�，その益金を募金�し�ようということに�なった。�

　基�本�練�習�で�切�削し�た�板�材�と�丸�太�を�使�っ�て�製�作�し�

た調味料入れと，�ダボと丸太で製作�し�た足つぼマッ�

サージ道具を80個�ほど作り上げた。�また，�職員から�

掲示板が欲�し�いという要望があっ�たので，�材料だけ�

準�備し�て�も�ら�い�２�週�間�か�け�て�掲�示�板�を�製�作し�掲�示�

し�た。�ものづくりが好きな�生徒たちは喜んで�製作活�

動に取り組んだ。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�ロボッ�ト�コンテス�ト�大会�

　創�造�ア�イ�デ�ア�ロ�ボ�ッ�ト�コ�ン�テ�ス�ト�鹿�児�島�県�中�学�

生大会に参加する�ため，�現在ロボッ�ト�を製作中であ�

る。�大会の条件に沿�ったロボッ�ト�を製作するためい�

ろいろな意見を出�し�合っている。�基本的な作業と�し�

てはんだ付けの練�習を行った。�初めてはんだごてを�

手にする生徒も楽�し�く取り組んでいた�。�今年度は全�

九�州�ロ�ボ�ッ�ト�コ�ン�テ�ス�ト�大�会�が�鹿�児�島�県�で�開�催�さ�

れ�る�と�い�う�こ�と�も�あ�り�10月�の�県�大�会�に�向�け�て�試�行�

錯誤の毎日が続く�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�コン�ピ�ュータ学習�

　も�の�づ�く�り�の�ほ�か�に�コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�を�活�用し�た�活�

動も行っている。�本県で毎年開催さ�れるコン�ピ�ュー�

タ�グ�ラ�フ�ィ�ッ�ク�ス�コ�ン�ク�ー�ル�へ�の�参�加�も�そ�の�ひ�と�

つである。�毎年テーマが与えら�れそのテーマに沿っ�

た�イ�ラ�ス�ト�を�お�絵�か�き�ソ�フ�ト�を�活�用し�て�作�成�す�る�

ものである。�これ以外にも全国�で実施されている各�

種大会等を調べる�と，�デジタル写真コン�テス�ト�やメ�

デ�ィ�ア�作�品�コ�ン�テ�ス�ト�な�ど�子�ど�も�た�ち�が�活�動�す�る�

機会，�活躍できるチャン�スはたくさんある。�教師側�

が�常�に�ア�ン�テ�ナ�を�高�く�す�る�こ�と�で�子�ど�も�た�ち�へ�の�

様々な活動の場が�提供できる。�

（4）�緑の少年団活動�

　ものづくりや�コン�ピ�ュータ学習のほか�に，�我が技�

術�部�は�緑�の�少�年�団�活�動�に�も�積�極�的�に�参�加し�て�い�る。�

こ�れ�ま�で�団�員�数�が�少�な�く�学�校�の�委�員�会�活�動�の�生�徒�

の協力をもらい�ながら各種活動を行�ってきたが，�今�

年�度�よ�り�技�術�部�が�中�心�と�な�り�新�た�に�活�動�す�る�こ�と�

になった。�毎年２月に行わ�れる植樹祭では，�雄大な�

桜�島�の�裾�野�に�ど�ん�ぐ�り�の�若�木�を�植�樹�し�て�い�る。現�

在，�植樹祭に向けて専門�員の指導を受けな�がらどん�

ぐりの苗木を大�事に育てている。�夏休みには部員自�

ら水かけ当番表�を作成�し�，�毎日の水かけや�草取りに�

取り組んだ。�

　も�の�づ�く�り�で�使�う�板�材�な�ど�の�木�材�す�べ�て�が�こ�の�

ような苗木から�大木へと成長�し�，�やがて人間の生活�

に�役�立�つ�材�料�へ�と�変�わ�っ�て�い�く�こ�と�を�実�感�す�る�機�

会ともなる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

4．成果と課�題�
　今年度技術部�を立ち上げ，�子どもたちが楽�し�みな�

がら技術を習得�できる活動を心掛け�ている。�部活動�

は楽�し�く参加することが�大前提であり，�そのために�

は�こ�れ�か�ら�も�試�行�錯�誤し�な�が�ら�潤�い�の�あ�る�部�活�動�

を通�し�て，�充実�し�たものづくり活動を�目指�し�ていき�

たい。�

（成果）�

①�も�の�づ�く�り�や�コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�に�興�味�が�あ�る�生�徒�の�

活動の場が確保で�きた。�

②�各�種�大�会�に�参�加�で�き�る�技�能�を�身�に�付�け�た�生�徒�の�

育成とその時間の�確保ができた。�

③�も�の�づ�く�り�に�関�す�る�各�種�大�会�や�コ�ン�テ�ス�ト�に�対�

する意識が深まっ�た。�

（課題）�

①少子化が進む�中での部員確保�

②３年間を見通�し�たより具体的な活�動計画の作成�

5．おわりに�
　時�代�と�と�も�に�技�術�・�家�庭�科�の�授�業�の�あ�り�方�も�大�

きく変わってき�た。�大事なことは時代�の流れの中で�

我�々�教�師�が�子�ど�も�た�ち�の�た�め�に�何�が�で�き�る�か�を�常�

に模索�し�，�前向きに行動する�ことではないかと考�え�

る。�未来のものづくり大�国日本を支える人�づくりの�

ためにも。�

我�ら�　�“技術部”�　�誕生!!
～充実�し�た�「�も�のづ�く�り�活動」�を�目指�し�て～�

鹿児島県鹿児島市立福�平中学校　�永田　�千章�

図１  丸太の切断� 図２  完成作品の前で�

図５  ロボコン大会にむけて� 図６  はんだづけの練習�

図3  掲示板の製作� 図4  完成した掲示板�

図7  専門員による説明� 図8  ドングリ苗木の手入れ�
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例と�し�てコーヒーフ�レ�ッシュを取り上げて説明す�

る。�

　食品添加物が体に悪いも�のだというイメージが�

強いが，食品添加物がある�おかげで作ることので�

きる食品があることも伝え�つつ，コス�ト�ダウン等�

作り手側の都合で用いられ�ている実態を知らせ，�

意識�し�て食品表示を見て買うこと�を意識させたい。�

そ�し�て，食品表示を正�し�く理解�し�，自らが考えて�

食品を購入できる力を身に�つけさせたい。�

　�

3．授業計画�

　１．食品の選び方を考え�よう�

　２．食品の表示を�知ろう�（本時）�

　３．食品の保存を考えよ�う�

　４．調理の計画を�し�よう�

　５．肉を調理�し�よう�

　６．魚を調理�し�よう�

　７．野菜を調理�し�よう�

　�

4．授業実践�

・本時の学習の目標「食品�表示を正�し�く理解�し�，�

自らが考えて食品を購入�できる力を身につけさ�

せる」を確認する。�

・机を班の形にする。�（４人班）�

・１種類のスナック菓子�（Ａ）�と同�じ�種類の幼児用�

スナック菓子�（Ｂ）�を班で食べ比べ，比較する。�

・�（Ａ）�と�（Ｂ）�の違いを班ごとに発表する�。�

　�

※ワークシー�ト�・お菓子�（Ａ）�（Ｂ）�を配布する。�

　生徒には�（Ｂ）�が幼児用スナック菓子と�いうこと�

は伝えずに比較させる。�

※味だけではなく，見た目�やにおいなど，いろい�

ろな違いがあることに気�付かせる。�

・�（Ａ）�と�（Ｂ）�のスナック菓子のパッケー�ジを各班�

に配布�し�，原材料と表示を比較�し�記入する。�

・原材料で�（Ａ）�に�し�か含まれていないものを発�表�

する。�

・「自分ならどちらを買う�だろうか」を発表する。�

・食品添加物について説明�する。�

・アイスクリームやコーヒ�ーフ�レ�ッシュの例を提�

示�し�，食品添加物のメリッ�ト�とデメリッ�ト�に気�

付かせる。�

・「これから食品を買うと�き，何に気をつけてい�

こうと思うか？」を班で�話�し�合い，発表する。�

　�

5．授業後のアンケー�ト�より�

・スナック菓子にこんなに�食品添加物が入ってい�

るとは思わなかった。一�切添加物をとらない生�

活は無理だと思うので，�表示をよく見て食品を�

買おうと思う。�

・添加物が入っていないお�菓子は味が薄くて，添�

加物の力はすごいなと思�った。�

・なにげなく食べていたけ�ど，思っていたよりも�

添加物がいっぱい入って�いてびっくり�し�た。�

・添加物はすごく悪いイメ�ージがあったけど添加�

物を使わないといけない�ものもあるんだなとわ�

かった。�

・食品添加物が入っている�か入っていないかでこ�

んなに味が違うなんてび�っくり�し�た。�

・添加物のおかげで作れる�食べ物があるのと同時�

に，買う時は表示をよく見�て買う必要があると�

思った。また，添加物のお�かげで安くできるも�

のもあることがわかった。�

　�

6．成　果�

・生徒の身近にあるス�ナック菓子を取り上げたこ�

とで生徒の強い関心をひき�だすことができた。�

また，表示を見せずに，実�際に食品添加物が入�

っているスナック菓子と入�っていないものを食�

べ比べたことで，食品添加�物の効果を感�じ�させ�

ることができた。�

・食品添加物のメリッ�ト�，�デメリッ�ト�を知り，�「お�

い�し�くなるけれどとりすぎ�はよくない，どう�し�

たらいいのか」と悩み，班�活動での話�し�合いも�

活発に行っていた。普段話�し�合いが十分できて�

いなかった班でも，自分の�意見を�し�っかり言え�

ていた。�

・食品表示に関心がな�く，今まで表示を見ていな�

かった生徒が多かったが，�食品表示の大切さや�

日々の選択が自分の食生活�を作り上げていく実�

感をもてたようである。�

・食品表示は食品添加�物の問題だけでなく，原産�

国や安全の問題にも関連�し�ている。また，幼児�

用�ス�ナ�ッ�ク�菓�子�を�用�い�た�こ�と�で，�「子�ど�も�の�成�

長」の学習にも応用するこ�とができる。�

　�

　この授業をきっかけ�と�し�て，生徒が食生活に関�

心�を�も�っ�て�自�主�的�に�活�動�で�き�る�よ�う，教�材�の�工�

夫・活用を続けていき�たい。�

1．は�じ�めに�

　生活に密着�し�てすぐに実践できる教科と�し�て，�

「実物教材」を用いて�実際に生徒が体験�し�考えさ�

せるということを大切�に�し�ている。最近では，食�

品表示に関連�し�た「食の安全」が問われてい�る。�

食品表示を正�し�く理解�し�，自らが考えて食品を購�

入できる力を身につけ�させたいと思い，食品添加�

物に関する題材を取り�入れた。生徒が自主的に考�

え，選択�し�ていき，学習を生活に結び�付けていく�

ための授業実践を報告�し�ていく。�

　�

2．題材について�

　本校１年生に実施�し�た「食の安全」に関するア�

ンケー�ト�結果から，�「食品表示を見ない生徒は�約４�

割であること」�「食品購入の際，�重視するのは値段�

と原産国に偏っていて�，原材料までは重視されて�

いない」ということが�わかった。そこで，今回は�

（Ａ）�「食品添加物を使用�し�たスナック菓子」�と�（Ｂ）�

「食品添加物をほとん�ど使用�し�ていない幼児用ス�

ナック菓子」を用いて�味や原材料の比較を行った。�

　最初に，ワークシー�ト�・お菓子�（Ａ）�（Ｂ）�を配布�

し�，生徒には�（Ｂ）�が幼児用スナック菓子とい�うこ�

とは伝えずに比較させ�る。先入観をもたずに実際�

に試食することで違い�をはっきり感�じ�させる。�

　その後，原材料の表�示を見比べて，味や食感の�

違いが食品添加物であ�ることを理解させる。�

　この時点で，生徒に�どちらを選ぶか聞いてみる�

と，食品添加物が含ま�れているＡを選ぶという意�

見が多かった。その後�，食品添加物があるから作�

ることのできるものの�例と�し�てアイスクリームを，�

コス�ト�ダウンのために使われて�いる食品添加物の�

高知県いの町立伊野南�中学校　�梶原　�真理子�



⑤地域で使っても�らえるものを製作�し�よう�

　・学校が避難所�になったら地域の方に�使っても�

らうマッ�ト�…………………………�……7時間�

⑥水害に備えて安全な住ま�い方の工夫を考えよう�

…………………………………�…………１時間�

　�

　�

　�

　�

4．指導上の留意点�

①被災経験のある生徒の気�持ちやプライバシーな�

どに配慮する。�

②製作を行う場合は，小学�校での既習事項を生か�

せるものと�し�，�「諏訪のものづくり教�育」�との関�

連も図る。�

　�

5．本時の展開�

（1）�主眼�

　班ごとに，避難所で使う�マッ�ト�を製作�し�ている�

生徒たちが，他の班の布の�選択や裁断方法の工夫�

を聞いたり，教師の見本や�ア�ド�バイスを参考に�し�

たりすることを通�し�て，布を効率よく使い，マ�ッ�

ト�を使う人のことを考えて�製作の工夫ができる。�

（2）�本時の位置�（題材展開⑤　�全７時間中第３時�）�

　前時：製作時間と材料を�確認�し�，製作計画を見�

直�し�た。�

　次時：製作を進める。�

（3）�指導上の留意点�

①避難所で使う敷物は使い�捨てとなるので，製作�

方法は既習の縫い方でで�きるもので，多少，縫�

い目が曲がったり，縫い�目の大きさがばらばら�

でもよいものとする。�

②狭い場所でグループ製作�を進めるので，移動や�

用具の使用にあたっては�，安全面に配慮させる。�

③環境教育にもつながるよ�う，製作材料は家庭か�

らの不要衣類を使用する�。�
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1．題材設定の理由�

　平成20年に中学校学�習指導要領が改訂され，住�

まいの学習にキーワー�ド�と�し�て「防災」が明記さ�

れた。�

　�「防災」�については阪神・淡路大震災�を契機に，�

地震に対する備えの必�要が見直され，現在の教科�

書でも学習�し�ている。�し�か�し�，諏訪市も東海地震�

の危険地域に入ってい�ながら，生徒たちの地震に�

対する危機意識は低い�。諏訪市の自然災害の履歴�

を振り返ると，平成18年・21年の集中豪雨をはじ�

めと�し�て，諏訪湖の氾濫や土砂�崩れなど，水害に�

よる被害が多く，被災�経験をもつ生徒もいる。一�

方で，水害による被害�が局地的であるために，自�

分の近所に被害がなけ�れば，被災地区があったこ�

とを知らない生徒も多�い。また諏訪市の「地域防�

災計画」では「市民意�識及び生活環境の変化と�し�

て，近隣扶助の意識の�低下がみられる」ことも指�

摘�し�ている。�

　�「�防�災」で�水�害�を�扱�う�場�合，防�災�グ�ッ�ズ�の�用�意�

や，避難経路の検討，�家具の固定等，地震への備�

えに共通することは多�い。さらに避難所生活の様�

子に触れることで，生�徒に住まいの役割や大切さ�

に気づかせ，少�し�でも快適な居住環境を作る�ため�

にはどう�し�たらよいか，自分たちにで�きる方法を�

考えさせることができ�る。また中学生が家族や地�

域�の�く�ら�し�を�守�る�た�め�に�何�が�で�き�る�か�を�考�え�さ�

せ，地域とのかかわり�をもたせることもできる。�

青少年の段階において�，他者とのかかわりや他者�

との協同，他者との相�互行為をもつことはキャリ�

ア教育にもつながる。�

　以上のことから，こ�の地域で遭遇する可能性の�

高い水害について学習�することは，家族や自分，�

地域のくら�し�を守るためにはどう�し�たらよいか，�

生徒にとって学習の必�要感があり，自分から進ん�

で学習に取り組めると�考え，本題材を設定�し�た。�

　�

2．題材の目標�

Ｃ�（2）�住居の機能と住まい方につい�て�

　ア　家族の住空間につい�て考え，住居の基本的�

な機能について知る。�

　イ　家族の安全を考えた�室内環境の整え方を知�

り，快適な住まい方を工夫�できる。�

Ｃ�（3）�衣生活・住生活などの生活の�工夫について�

　ア　布を用いた物の製作�を通�し�て，生活を豊か�

にするための工夫ができる�。�

　イ　衣�服�ま�た�は�住�ま�い�に�関�心�を�も�ち，課�題�を�

も�っ�て�衣�生�活�ま�た�は�住�生�活�に�つ�い�て�工�夫�

し�，計画を立てて実践でき�る。�

3．題材の展開�（全14時間）�

①地域の方から諏訪の水害�について聞こう�

　……………………………�…………………３時間�

②住まいの役割を知ろう…�…………………１時間�

③避難所生活の様子から，�困ることや不便なこと�

と，その対応を考えよう�…………………１時間�

④水害が起きたとき，地域�のためになることを考�

えよう……………………�…………………１時間�

（5）�実証の観点�

①使う人のことを考え�て，避難所で使うマッ�ト�を�

製作�し�たことは，住環境を意識�し�て，地域に役�

立とうとする意欲につなが�ったか。�

②避難所で使うマッ�ト�の製作では，効率のよい製�

作の手順の工夫ができたか�。�

（4）�展開�

諏訪の水害に備�え�よ�う�

観点別の評価基準�

生活や技術への�
関心・意欲・態度�

生活を工夫�し�
創造する能力�

生活の技能�
生活や技術につい�
ての知識・理解�

○安全で快適な室内�
環境の整え方と住ま�
い方について関心を�
もって取り組み，住�
生活をよりよく�し�よ�
うと�し�ている。�
　�
　�
　�

○安全で快適な�
室内環境の整え�
方と住まい方に�
ついて課題を見�
つけ，その解決�
を目指�し�て工夫�
し�ている。�
　�
　�

○住居の機能に�
ついて理解を深�
めるとともに，�
安全で快適な室�
内環境の整え方�
と住まい方に関�
する基礎的・基�
本的な知識を身�
に付けている。�

（2）�

○衣生活・住生活な�
どの生活の工夫につ�
いて関心をもち，布�
を用いた物の製作な�
どに取り組み，衣生�
活または住生活を豊�
かにするために実践�
し�ようと�し�ている。�

○衣生活・住生�
活などの生活の�
工夫について課�
題をみつけ，そ�
の解決を目指�し�
て自分なりに工�
夫�し�創造�し�てい�
る。�

○衣生活・住生�
活などの生活の�
工夫に関する基�
礎的・基本的な�
知識を身に付け�
ている。�
　�
　�

（3）�

○布を用いた�
物の製作や衣�
生活・住生活�
などの生活の�
工夫に関する�
基礎的・基本�
的な技術を身�
に付けている。�

段階�学習活動� 予想される生徒の反応� 指導・評価�（◎）� 時間�

学習問題：避難所で使って�もらうマッ�ト�に使う布の�
裁断を�し�よう。�

２　裁断�
し�よう。�

・ここまで裁断できた。�
・手触りがいい布で，明る�
い色の布を集めた。�
・早く作りたい。�
・もう，あんなにできてい�
る！�
・�ど�う�や�っ�て�作�っ�て�い�る�
の？�
・あんな作り方でいいの？�
・洋服の形を利用すれば，�
簡単にできそうだ。�
・はみでたところは後で切�
ればいい。�

・前時に集めた材料を出さ�
せ，前時までの製作で，�
困ったことを確認する。�

・製作時間内で完成させる�
ために，考えた方法を確�
認する。�

・衣類のパーツの形を生か�
し�て縫い合わせている班�
の�工�夫�を�紹�介�す�る。�

10課�
題�
把�
握�

学習課題：少�し�でも縫い合わせる部分を減ら�すために�
は，�不要衣類の切り方や，�切った布の並べ方に気をつけ�
て，�どのように裁断�し�たらよいだろうか。�

・安全に作業するための注�
意を伝える�

・仕上がりの正確さにこだ�
わり，布を切りそろえて�
縫い合わせようとする生�
徒には，どんどん縫わせ�
る。�

（机間指導）�
・ある程度，布の選択を終�
えた班には，どこを裁断�
し�たらよさそうか，助言�
する。�

・ある程度裁断ができた班�
には，実物大模造紙で，�
布の並べ方を考えさせ，�
縫製にうつらせる。�

・必要に応じて，学習支援�
員の先生にも入っていた�
だく。�

◎評価�（工夫創造）�
Ｂ：使う人のことや製作�
時�間�を�考�え�て，�布�を�効�率�
よく裁断する工夫ができ�
たか。�

Ｃの生徒に対�し�ての指導の�
手だて�
・布を無駄なく使えるよう，�
衣類の切り方や切った布�
の並べ方を，実物大の紙�
と比較させる。�

・片づけがスムーズに行わ�
れているか，点検する。�

・片づけの終わった班から，�
「製作のカー�ド�」を記入�
させる。�

◎評価�（関心�・�意欲�・�態度）�
Ｂ�：�本�時�を�ふ�り�か�え�り，�
自分たちが工夫�し�たこと�
や�次�回�の�課�題�が，�学�習�
カー�ド�にまとめられる。�

Ｃの生徒に対�し�ての指導の�
手だて�
・本時にがんばったことや�
うまくいったことを想起�
させる。�

・生徒の感想発表。�

・布を選び直そう。�
・縫う量は多くても，きれ�
いに仕上げたいから，が�
んばって縫い合わせてい�
こう。�
・四角に切りそろえること�
にこだわらなくても，大�
きなマッ�ト�に�し�ていくこ�
とができるんだな。�
・切りそろえてから縫うと，�
布が小さくなって，縫い�
合わせる部分が多くて大�
変だ。�
・なるべく縫い合わせる部�
分が少なくなるよう，材�
料の切り方に気を付けよ�
う。�
・不要衣類のえりやベル�ト�
など，厚い部分を切り落�
と�し�てから縫おう。�

・布の並べ方に注意�し�て，�
なるべく無駄なく布を縫�
い合わせられるように�し�
よう。�

・時間になったら片づけを�
始める。�
・布の切り方や，切った布�
の並べ方を考えて布を切�
れた。�
・縫うときに，切った布の�
形によって，どこに隙間�
ができて�し�まうか，わか�
った。�
・使う人のことを考えて，�
手触りがよくて，布の色�
がなるべく同じになるよ�
うに考えて縫うように�し�
たい。 �

１　前時�
までの製�
作状況を�
確認�し�よ�
う。�

３　本時�
をふりか�
えり，学�
習のまと�
めを�し�よ�
う。�
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究�
明�
・�
実�
践�

整�
理�
発�
展�

題材展開⑤　�7時間の評価計画�

項　目�評価の観点� 評価方法�

生活や技術へ�
の�関�心�・�意�
欲・態度�

地域の災害について関心をもち�，�使ってい�
た�だ�く�方�に�思�い�を�寄�せ�て�意�欲�的�に�製�作�に�
取り組んでいる。�
Ｃ�（2）�イ�

避難所マッ�ト�の製�
作�の�様�子�・�学�習�
カー�ド�

生活を工夫�し�
創造する力�

避難所で，�高齢者などに気持ちよく使って�
いただけるよう，�製作材料の選択や製作方�
法について工夫�し�ている。�
Ｃ�（2）�イ�

避難所マッ�ト�の製�
作�の�様�子�・�学�習�
カー�ド�

生活の技能�
安全に配慮�し�て，�能率よく製作することが�
できる。�
Ｃ�（3）�ア�

避難所マッ�ト�

生活や技術に�
ついての�
知識・理解�

製作に必要な知識を身につけて�いる。�
Ｃ�（3）�ア�

製作の様子・�
避難所マッ�ト�

長野県諏訪市立諏訪�南中学校　�小口　�博子�
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　技術を学ぶこ�とが，なぜ子ど�もた�

ちに必要なのか�。技術を学ぶこ�とが，�

どう�し�て人間形成に�資するのか――。�

　本書は，�「技術とは何�か」�「技術と�

教育」�の二部構成�（８章立て）�で，�「技�

術教育学」の原�点ともいうべき�問い�

に，真摯に応え�る展開を�し�ています。�

　なぜ，著者は�これほどシンプ�ルか�

つ，壮大な議論�を，いま提起�し�たの�

で�し�ょう。�

　明治の学校�制度で「手工科」�と�し�

ては�じ�まり，戦後「�職業科」と�し�て�

再スター�ト�をきった技術�教育は，も�

のづくりを基�盤に�し�た経済成長が勢�

いを落と�し�，情報社会へ�と時代がか�

わりは�じ�めた1980年代以�降，様々な�

変革を要請さ�れることになりま�す。�

「技術科」の�時間数は大幅に削�られ�

ま�し�た。�

　�「ものづくり大�国」�だったはずの日�

本企業は，生�産拠点をどんどん�外国�

に移�し�，国産技術の�空洞化に歯止め�

がききません�。�

　�し�か�し�，そもそも人類�は，生きる�

た�め�に�生�産�を�し�て�き�ま�し�た。著�者�

は，�「�『生産』�こそ技術の原点�である」�

と書いていま�す。それは，時代�がか�

わ�っ�た�現�代�に�お�い�て�も�揺�る�ぎ�ま�せ�

ん。いまこそ�，技術教育の意義�を再�

考�し�，新�し�い時代をひら�くための議�

論を�し�ていくことが�必要なのではな�

いで�し�ょうか。�

　途方もなく広い�フィール�ド�であり�

学問と�し�ても未完の技�術教育学を体�

系化�し�ようと試みた本�書は，これか�

らの技術教育を考�えるうえでの道�標�

となってくれるで�し�ょう。�

　近年，類書がほ�とんどなかった�技�

術教育学の入門書�と�し�て，教育思想�

や教育史など直接�技術学に関わり�ま�

せんが，技術教育�にとって不可欠�な�

知識がまとめられ�ています。また�，�

脚注や参考文献の�表記，索引語も�丁�

寧に整理されてい�るので，常に資�料�

と�し�てそばにおい�ておきたい一冊�で�

あり，さまざまな�問題提起と示唆�を�

投げかけ�

てくれる�

刺激的な�

お勧めの�

一冊です。�
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平成23年度　全国研究大会情報�

※本大会のご案内は9月現在のものにつき，その後変更になる場合もございます。�

第48回　全国小学校家庭科教育研究会　全国大会　高知大会�

（問い合わせ）�

１．�

２．�
�
�

３．�

４．�

５．�

期　　日�

会　　場�
�
�

大会主題�

研究主題�

参 加 費�

平成23年10月28日（金） ［公開授業・分科会，全体会］�

【全体会】高知県立県民文化ホール「オレンジホール」（高知県高知市本町4-3-30）�

【分科会】〈第１会場〉いの町立川内小学校（高知県吾川郡いの町鎌田216）�

　  　　　〈第２会場〉いの町立伊野南小学校（高知県吾川郡いの町八田2321）�

「未来を創り出す豊かな心と確かな実践力をはぐくむ家庭科教育」�

「自分の思いやよさを生かし，よりよい生活を創り出す子どもをめざして」�

5,000円�

高知大会事務局　いの町立枝川小学校�
〒781-2120　高知県吾川郡いの町枝川2964-1�

TEL：088－892－1791　FAX：088－892－1789

図書紹介

鈴木賢治（新潟大学教育学部教授）［著］�

『技術教育学序説』�

A5判上製／256ページ�
本体価格　1,800円（＋税）�
合同出版，2011年�

（三浦早良）�


